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報告書提出年月日 2021年 3 月 8 日 

研究・研修課題名 
日本臨床栄養代謝学会学術集会およびNST専門療法士更新必須セ

ミナーへの参加 

研究・研修組織名（所属） 薬剤部 

研究・研修責任者名（所属） 尾村賢司（薬剤部） 

研究・研修実施者名（所属） 尾村賢司（薬剤部）、遠藤進一（薬剤部） 

 

成果区分 
□学会発表 □論文掲載 □資格取得 ■認定更新 □試験合格 

■単位取得 □その他の成果（                             ） 

該当者名(所属) 尾村賢司（薬剤部）、遠藤進一（薬剤部） 

学会名(会期・場所)、認定名等 日本臨床栄養代謝学会学術集会（2021.2.18～2.19・神戸） 

NST専門療法士更新必須セミナー（2020.4.26・大阪、2020.5.17・

京都、2020.10.11・神奈川、2021.2.18・神戸) 

認定名：NST専門療法士 

演題名・認証交付元等 日本臨床栄養代謝学会 

取得日・認定期間等 認定日：2018.2.21 、認定期間：2018.2.21 ～ 2023.3.31 

診療報酬加算の有・無 ■加算有（ 栄養サポートチーム加算  ） □加算無 

 

目的及び方法、成果の内容 

 

①目  的 

現在、栄養サポートチーム加算が診療報酬上認められており、当院も算定している。 

施設基準上、栄養管理に係る専門知識を有し、栄養管理に係る所定の研修を修了した専任の医師、看

護師、薬剤師、管理栄養士からなる栄養サポートチームの存在が算定要件となっている。 

チーム運営上のコアメンバーとなる NST 専門療法士の資格更新の際には、日本臨床栄養代謝学会学術

集会および NST 専門療法士更新必須セミナーの参加が必須であり、本会に参加することで資格申請あ

るいは資格更新のための必須単位の一部を取得できる。 

また当院は NST 教育施設であり、NST 関連業務を充実させるためにも、高度な専門知識を有する専門療

法士の育成および知識の向上が求められる。 

 

②方  法 

１. 2021年 2月 18 日、19日に開催される日本臨床栄養代謝学会学術集会に参加する。 

２.  4月 26 日(大阪)、5月 17 日(京都)、10月 11 日(神奈川)、2021年 2月 18日(神戸)で開催される

何れかの NST専門療法士更新必須セミナーに参加する。 

 

③成  果 

新型コロナウイルス感染拡大の影響により、2021年 2月 18 日、19日開催予定であった第 36 回日本

臨床栄養代謝学会学術集会は、2021 年 5 月 31 日〜 6 月 1 日に延期となり、本年度は参加できなかっ

た。また、各地で開催予定の NST専門療法士更新必須セミナーは、Web形式に変更になったが、尾村賢

司（薬剤部）、遠藤進一（薬剤部）両名が受講し、NST 専門療法士資格更新のための必須単位の一部を

取得した。 

更新セミナーは、下記に示す演題で実施された。 

① 重症患者の栄養管理 

  祖父江 和哉 先生（名古屋市立大学 大学院医学研究科 麻酔科学・集中治療医学分野） 
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② 病態ごとにみる小児の栄養療法 

  高増 哲也 先生（神奈川県立こども医療センター アレルギー科 栄養サポートチーム） 

③ 高齢者のサルコペニア、リハビリテーションと栄養管理 

 吉田 貞夫 先生（ちゅうざん病院 リハビリテーション科 金城大学） 

④ 腎疾患の栄養管理 

  野上 哲史 先生（熊本第一病院 内科） 

 

いずれも NST 専門療法士として理解しておくべき分野の演題であり、栄養不良患者の治療に役立つも

のであった。今後も自己の研鑽を積みチーム医療に貢献したいと考える。 


